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春先きの挿核作業について

E義 野 治

( 御木 本真 珠研 究室 )

真珠養嫡における挿核作業l士、夏を中心として春から秋にかけて、かなり長

期間にわたって行われています。春季の挿核作業は、英虞湾では、普通4月中

旬ないし下旬から始められていますが、その開始時期の決定に際しては、海況、

気温、母貝の状態等を考慮、に入れて決められます。挿核作業の開始時期を機械

的に決める事ができないのは、冥珠養殖によ日いるあこゃがいの生現状態が、そ

の楼息している環境に支配されている為です。税々の支配要閣の内、水ifalによ

る影響はかなり大きいと忠はれます。

冬季水温の低下に従って、生盟状態は低くなっていき、水温130C以ドになる

と冬眠し、 8
0

C以下の水温が続くと賂死にいたると云はれています。英良湾に

おいては、水温13
0

C以下という低水温が出現する時期は、湾口部と湾奥部とで

は異ってきますが、湾中央部の当社の漁場では、 12月の未から 3月末までで

す。この様な低水温J~J には、普通養成されているあこゃがいは、避寒波!、場へ移

されていますが、春先きの押核作業に用いられる母貝は、 11百年の秋から「卵}fTJ

又は「卵11二め」と呼ばれる抑制を加えられて越冬します。この越冬期間中

の生沼状態は冬眠又はそれに近い状態で、足糸の分泌、摂餌活動はヲ1守んど行わ

れず、また貝殻の形成や民珠質の分i必も殆んど停止しているものと三与えられま

す。務手水温が上昇A し始めると共に水施 130C~ 150Cで覚躍し、あこゃがいの

活動が始められます。今回はこの様な冬眠覚醒.t~jに押核作業を行った場合、

珠の品質や歩留りにどの様な影響を与えるかを誠ベ、春先きの挿核開始時期に

ついて検討・を加えてみました。

実 験

挿核作業に用いた母貝('1、英漠湾産 4年生209 (約180掛)あこゃがいで、前

年秋から抑制処理を行ったものです。抑制処毘ーとしては、 1963年10月29日に貝

掃除・撰別を行い、 11月7I'Jに金網平寵 (13本田)へ200貝宛収容して、

殖場地先の干潮時水深が1~2 7Jl の f志賀が小石であるi魚、場の海底へ地活し、越冬

させましたこ。翌1964年UCJ9 日より 3月 9 日までの水温12 0 C 以下の期間は、 7m)~雪
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(水深12m) に枠吊し、その後は再び地活しました。春先きの水温のと昇状況

から試験挿核問を決定し、その一週間前に足糸切断及び貝指除を行い、竹寵に

200貝宛収容し、 2m層(水深 4m)に枠吊した貝を挿核に用いました。

3 月 ~5 月の水温 (2 m層)は130C~200Cですが、今回は 13 0C ・ 16 0 C

及び19
0
Cの3段階について挿核を試みました。事手核!ヨは1964年 3月16日(水誌

13.5
0
C)、 4月14日(16.70C)及び5月13日 (19.80C)で、挿核者は同一人にて行

い、直後5.60ごと0.02棚核を「ふくろ」に一個人れとしました。挿核後は1964年

9月 1 日の試験採取まで英虞湾にて約3.5ヶ月 ~5.5ヶ月養織しました。取り掲げ

た真珠の品質及び歩留りから、春先きの作業時期の検討を行うと共に、挿核に

用いた母貝及び挿核後の貝の生現状態の変化について、梓晶体の重遣を目安と

して、 1963年10月29日より 1964年7月6臼に去る間21回の観察を行いました。拝

晶体の重量の測定値は、一群20貝の平均値を用いました。

分について、第 l表の様に示します。

第 l表試験区分

A 群 130C挿絞群 11964年 3月161'! 13.50C 

B 群 160C挿核群 4月14日 16.crc 430 I 1∞ 
目。cy布核群 5月13日.19.80C 410 i 100 

I 真珠の品質について

第 2表試験採取13jt等級別出現:fミ

※1) 1等改:キズ、シミのない真珠 2等珠 1点キズ及び1割以下のしみ

3等:味 2点キズ及び2-3部のしみ 4 等珠 :3 点キズ及び4~7割のしみ

5等改 7筈Ijj:U二のしみ、有機質真燥、段柱質真珠等 6等珠:該

※2) ( )内s分三容を示す
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各群から 100貝づっ試験採取し、その真珠の品震を主にキガ、~/ミから

すると第 2表の様になります。

第 2ミ設に示し

(カイニ乗検定)

ニ乗検定を行った

された頁珠の等級別出現~t~5 には、

られます。次に各群の組み合せを作り、カイ

、A'm::B軒、 B群 :C群、 C詐 :A群いずれの

場合にも差が認められます。

品質について、正常去球出現卒、上野iミ(第 2:'よく1、2等i除)、及ぴ

起珠の出現率についてまと

第3表

3表に示します。

正常務長の出現王子fを除く、 しみ珠、及び突起珠のtJi現率には有志の差

が認められます。各々について各訴間の組み合せを検討した結果を第 4

します。

第4決 カイ=乗検定(0.05)の奇襲

上務長出率現 しみ球出現 ~6 突起放出現'1S

A B C 

+

+

 

A

B

C

 

一+

※ + i守笈の主主を認む 設をど認めない

第3表、第4表に示したように上珠の出現率はB群及びC群より A群は、そ

の出現E容が少いと云えます。しきえの出現率l土、 B群及びC11平に比べA群は高

E容をど示しています。 ては、 A群はC群i<:::.比べその:1:現不が高いと
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云えます。これらのことから、各試験群の真珠の品質を比較すると、真珠の品

質I，r;t良好な)1聞にC群、 B群、 A群の)1慎と考えられします。即ち春先きの水温130C

~190Cの範間 (3月中旬-5月中匂)にお
第5表 脱核三事及び繁死表E率三いては、水温が低い程、その品質は劣る

と云えます。

E 脱核及び繋死について

脱核及び鰐死について、その三容を第5

表に示します。

A群はイ也群に比べ脱核、難死本とも高

いようですが、カイニ乗検定の結果これ

ら三群聞においては、脱核不及び奨死率

いずれも廷が認められませんでした。

E 梓占M本の勤きについて

前年の秋から抑制処理主ピ施し、越冬させ、春先きの水温の上昇さどまって各設

置水温期に挿核し、挿核後 7週間ないし 8週間まで、のWJ聞にわたって枠品体の

を測定した結果を第 l図として示します。
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第 1図 1平品体の動き

梓品f本の重E設は、金制平詰にi収容L地活した群(第 H三]0印)及び立

挿核群 C8印)の(<lij詳共、冬季 1月初めまでは、 j斬次減少。その後3月中句ま

でほとんど同じ状態で変化していません。 )1京利支群 に 比 べ 、 地 活 処 理 詳

は低い値を示していますが、その傾向はよく似ています。
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今、 1963年11月から1964年 7月主句までの、ノru別平均水活 (27nl吉水J甘さf

第 2図として示し、梓f晶体との関係とみていきます。
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観測11時)

務次水温状態が下降に向い始める秋の水温16-170C附近になると、料品体の

重量も下向きになります。冬季の;J¥ì1f~が 13
0

C近辺になったtJb合、梓品体の変動

は少く安定していると考えられます。]越冬後春先きの水温の上昇に伴い水温

15
0

C;Ji辺 (4月上旬)になると、梓品体も上昇傾向をみせはじめ、水温200C附

近になるまで、この急上昇が続きます。地活処i1J!群でl士、

ベ低いf況を示し、そのと昇!支も劣つてはいますが、徐々に上昇傾向をみせてい

交す。

挿核f去の料品体の変化l士、 A;!itにおいては挿核後約 3選問は、その変動がみ

られず、総仕立~!\f，押核群と同様な勤きを示し、水温15 0C近辺から上昇をたどり

始めます。 Bf，手及びCWrは挿核後すぐに梓Ei体のと円傾向がみられます。 j利支

持期l寸、A、B及びC群各々臭っており、 A群はiJ<.温130C附近の冬眠党隈期にあ

たり、後二君、とは時期的にかなり異っています。 B及びC;!誇においては、水温

の上昇もあいまって、その活動はかなり活発になっていると考えられます。各

詳の挿核期における母貝の状態は、 i]¥i昆の変化に伴う生現状態の変動から、か

なり異っていると考えられます。この司王は、各挿核期における梓晶体の

異っており、 C群はA群に比べてその重量が約1，5倍になっていることからも

推察されます。
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ま

恒〆/一

と め

ら、三秋から地活(金制詰)抑制したほ貝

3月中旬---5月中旬までの水 (2m層) 130C~190Cの範囲において挿核を試

みた吻合、置が高くなるにつれて、品質の良好な立政が多く産出すると云え

ます。このことは、あこゃがいの生活透水温外にある130C近辺においては、そ

の活動が冬眠現象に近い状態であり、真珠袋の形成速度、主主の分泌機能も

低いと考えられ、その為に良質真珠の!主tれが劣るのではないかと忠はわします。

梓品体の動きをみても、水温13
0

C以下においては殆んとその勤き企示さない

が、春先きの水誌の上昇につれて、動きを示し、上昇傾向をみせます。この水

誌の上昇に伴う母只の生理状態の変動が、真珠の品質と関係があると忠、われま

す。母貝が春)1ときの水誌のと昇と共に、その生波状態右上向きにする度合は、

それが受けていた抑制の程度により異ってくると思はれます。すなわち、前年

秋の母良の仕込み時の抑制jの強さ、冬手の低水温出現期を経過する場合の水温

による抑制の強さ等が、春先きの水ifi1の上昇一時にどの様な影響を与えているか

が問題であると思います。

きの挿核作業てど開始するに当つては、用いるほ貝の状態を充分に吟味し

たJ二で、水温が16
0
C以上になってから開始するのが妥当であろうと考えますO

Rilち、春の挿核作業は単lこ水温何度から始めたらよいというものではなく、使

用する母貝の状態を観察したよで、 fヨー貝の状態と水混との相互関係から開始

1引を決定するのが望ましいと考えます。
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濃塩水によるポリキーター駆除法の注意事項

~円凸 内 {散 夫

(高島真珠養殖所)

全国的に大きな被害を与えているポリキータ一、そのポリキーターを駆除す

る方法としては、現在濃塩水による方法が採用さわしている。この濃塩水による

駆除法は、国立主主珠研究所などで種々研究さわし、主として三重県草珠貝養殖漁

業協同組合が中心となり、実施されている。

この濃塩水駆除法については、すでに多くの報告がみられるが、駆除法の注

意事項についてはあまりふれられていない。しかし、この法温水駆除法にも欠

点はあり、ーす間違うと貝を繋死させることもある。

そこで、この濃塩水駆除法の注意事項について、

ここに述べ、各位の参考ーに供する。

得た二、豆の知見を

現行駆除;去のj主意事項

1.貝殻内への滋塩水の侵入

空中露出と海水にi受演することによって、貝は白から問殻し、濃塩水にi忠実

しても濃塩水は貝殻内に侵入しないとされている。 しかし、肉眼的には完全に

しているようでも、実際には僅かに開設しており、浪塩水が侵入するとい

うことも二号えられる。
第l奇襲 貝殻内への飽和食塩水の浸

そこで、空中話出30分、海

水没j責5分という閉殻操]11を

行ない、エオジエ/Yで色をつ

i妥年間男Ij侵入率

した

し

2 0 55 15 。 30 

3 0 60 10 5 25 
通りである。

4 0 80 5 。 15 
まずと、処J主"1'の 5 0 80 ハν 。 20 

1タiJな示すと、 1 ~Iの通り
(注) ※飽和食塩水への浸涜時間

でゐる。 供試貝 :5年貝 各苦手2C同国
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第 l図 1農境Jk駆除時のアコヤガイの貝殻運動

(閉殻操作:空中露出、海水戻し)

確檎温品

(貝殻運動の下の直線のl日盛は1~寺聞を示す)

供 試 貝 :3年見

処理月日 昭和39年4月4日 気溢20.60C 水温17.40c (10時)

一今 a モー ータ

営 安
b ←→ c 

海
←一一一→ d 

飽漬
ぐ一一一 一う e モー

陰
干
し
20 
うT

通 中
海 露
オ( /:1:'， 

20 
分

水
戻
し
5 
分

和30
食分
吉宮
万!(

E差

空中露出した時に貝は閉殻するが、 5分後頃には開殻し、海水に戻した時には開閉運

動を行なっている。海水より飽和食塩水に移すi引と閉殻するが、完全に開殻するまでに

は日分程度経過している。飽和食塩水から陰干しに移すと2、3分後に開殻している。(関

殻Lた時に貝殻運動の線は上にあがり、間殻した時には下にさがる。)

1表と第 1図より、空中滋tHと海水没漬(海水兵し)という閉殻操作で、

i勾@H自立にけ、完全に開放したと考えられている貝も、

り、飽和食塩水が貝 Jlf}lF~

してお

入する場合が多いといえる。

貝設内へのj良塩水の浸入

は、そのまま擬死にはつなが

らず、貝の鐸死は侵入し

塩水量やその日寺の貝の活力な

どと密接な関係があると考え

られるが、参考までに 1表

の実験に用いた貝で調べfこ漬

浸時間別の奨死率を示すと、

第一2表の通りである。

第 2表 アコヤガイの飽和食温水へ

の浸涜1:寺問別安芸死三谷

(注) ※ 処理2週間後の弊死率

供試貝 :5年貝、各群 50伯
処理法:空中露出30分、海水戻L5分の関

殻操作で、飽和食塩水に没i賞後[頁
ちに海にもどす。

処理月日:昭和39年8月17日 気温 30.60C
水温 27.TCm日・ 10時)
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2. 淡水浸演の問殻効果

空中露出と海水浸漬〈海水艮し)としヴ従来の関殻操作に、

口 '64)で、は、さらに淡水i受漬が加えられている。

長の個体差も相当みられるが、空中露出と海水戻しおよび淡水浸漬という開

設操作中の貝殻運動の}例を示すと、 2図の通りである。

(脇・LlI

i嘆息ik駆除時のアコヤガイの貝殻運動

(開殻操作:空中露出、海水庚し、淡水浸i資)

第2図

(貝殻運動の下の夜線のl臼盛は]時間を示す)

気温21.3'C 

←一一ーウ C ぐ一一一→ d 
j毎 淡
7lく オく

戻 浸
し i苛
5 叩
分 分

空中に滋出しずこ突は8分程度間関遂動を行なってから、20分程度開殻L、再び関殻しは

じめて海水に戻ーした時には開閉淫動を行なっている。潟水より淡水に移す時に間設L、

淡水中で一時間殺しかけて間没、 25分後顎?とは完全に閉殻ずる。その後、飽和食海水中

と空中露出中は関殺し続けて、海水にもどし約20分後に開設している。

↑
普
通
海
水

ホ;混18.2'C(10時)

←一 一一一う 邑 徒一一 ータ

主主
ニ1ニ
し
20 
分

供試貝:3年貝

処理月日:昭和39年4月6日

モ一一一一う b 呂↓
白
日
透
海
水

即ち、従来の空中露出と海水民しの方法で(士、海水民し中も

関連動を行ない、議境水v1二移してはじめて開放し始めるもの

操作の効果も極めて少ないが、

れる。

ただ、淡水に浸潰してから

もあるが、一般にお~20分で、
までに要する時間は、勿論個体若

淡水浸漬10分間では多少短いよう

われる。

3.陰子し中の議塩水の侵入

議塩水よりあげたアコヤガイの貝殻表面には濃塩水が付いているから、濃極
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水j受演後に行なわれる陰干しは、 j農塩水没i負の継続ともいえるわけで、

ーターの駆除効果はその間も続いている。

飽和食塩水浸漬と陰干しの各種組合せと、最も駆除しにくい貝殻内に深く侵

入した泥管内のポリキーターの状態、との関係は、筆者の調査では第3表の如く

であり、明らかに陰干しの効果が認められる。

に

濃

し

る

る

殻

の

塩

こ

た

を

瞬

し

べ

飽

入

り

浸

ょ

を

第

る

お

難

し

、

し

み

あ

貝

そ

詰

る

げ

色

一

L

調

に

侵

通

に

に

率

、

れ

季

の

千

ち

千

ど

が

右

、

の

す

あ

で

に

ι

き

中

に

の

水

無

死

と

o

ら

寺

貝

陰

即

急

々

の

に

は

面

入

り

Y

水

寸

開

し

内

表

塩

布

陣

沌

す

る

え

刊

と

の

o

引

態

も

特

で

表

侵

よ

シ

塩

陰

、

か

ニ

ヤ

穀

4

食

の

の

示

あ

考

態

し

こ

る

げ

状

る

に

貝

殻

に

水

ν
食

ら

穀

陰

貝

第

和

し

イ

を

で

も

状

子

、

あ

あ

の

す

際

た

貝

内

o

塩

オ

和

か

員

、

が

、

。

飽

子

ガ

果

り

ι
理

陰

し

が

り

貝

殻

の

し

に

殻

い

食

エ

飽

て

の

ろ

水

は

た

、

陰

ヤ

給

過

ご

今

一

か

点

よ

る

開

こ

に

時

貝

多

和

、

た

し

そ

こ

塩

率

っ

た

の

ゴ

た

の

グ

の

が

し

欠

水

い

、

、

上

殻

が

が

飽

を

け

漬

、

と

食

た

あ

ま

後

ア

ベ

表

ρ

貝

る

も

車

て

と

が

を

開

水

と

貝

つ

浸

て

た

和

し

で

漬

る

調

5

け

な

一一h
h
異

い
川
る
論

o

r
え

勿

る

お

い

て

あ

却

も

つ

で

一
口
て
よ
り

弓

い

に

通

カ

つ

ど

の

貝

に

な

表

長

6

M

閣

配

第

も

空

度

と

の

の

湿

す

そ

作

、

示

し

操

温

を

千

殻

気

例

陰

聞

に

一

の

は

特

の

こ

と

(

係

、

こ

候

関

方

の

天

の

一

こ

ぴ

率

{

よ

死

ポリキ

処理時階!とポリキ{タ戸の状態との関係第3表

30 

B

B

D

D

D

P

D

D

 

20 

A

A

A

A

A

B

B

C

 

A

B

B

B

C

D

D

D

 

10 

A

A

A

A

A

C

C

D

 

。
R
u
n
U
R
U
円

U
R
u
n
u
R
U
円

U

τょ

1
ムつ
ω

つ山内
d
勺

J

λ
せ

飽和食;境水iと淡澄後、陰干ししてから海に

もどし、 l時間後の貝殻内函に深く侵入し
た泥管内のポリキ戸タ戸の状態を調べた。

ポリキ戸 F 戸の状態

A:IE 常

ち:比較的活1援に反応する
C:わずかに反応する
D:完全に幾死

(注)
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75 

陰干し中の飽和食塩水の侵入率

陰干し時間(分)

侵入率(%)

第4表

20個
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各群4年貝供試貝(i注)



第 5表 飽和食塩水処理によるアコヤガイの繁死去手

30 

8 

16 

14 

25 

第 6表 アコヤガイの空中宣言問時間1511緊死率

(注) 安中露出'30分、 j潟水

戻し5分の閉殻操作後、
飽和食塩水に浸茂、その

後陰干しして海にもどし
2週間後に箆死率を調べ
、'"~。
供試貝:4生存只名群

50何
処理月日:10月20日

会tlf~23. 20C 
dく混23.10

C
(20日・ 10時〉

():t) 

供試只:

5年貝各群201間
処翌日月日:

8月171={ '19(隙
気温30.60C
風力 1(lび寺)

60 

以上、 j長塩水駆除法の注意事項について述べたが、これらがそのままアコヤ

ガイの艶死という形で常にあらわれるわけで、はない。どちらかといえば、既往

の詩報告にみられるように、貝の繋死という形であらわれることは少ない。し

かし反面、一寸間違うとアコヤガイを紫死させる危険性も充分にふる。

考貝や貝が衰弱気味の場合などには、その危険性も大きい。

そこで実際に駆除を行なう際には、以上述べた欠点、を充分顕に入れ、以下の

ような点に注意して行なうべきで、ある。

① 治塩水に浸演する前に必ず淡水に没涜ずること

空中露出と海水民しそのものには、さほど開設効采というものはないと

('i.考えている。貝殻運動をみた場合、海水民しの海水中で関関連動を行なって

いるものが担当多く、塩水に浸演するために海水よりあげた時には一応間殻

するが、完全には開設せず、法塩水中で(浪塩水の刺戟で)完全に開殻し始め

るものが比較的多くみられる。

② 濃塩水よりあげたI!寺、貝殻表部の水を充分きってから陰ヂしすること

③ 左貝殻為るいは蝶番仮IJを上にして陰干しすること

るいは燦苦手側をとにした場合、には、陰子し中に開設しても、濃f益水

の貝殻内への侵入が比較的少ない。

可
t
ム

寸
3
4



@ 陰干しI土あくまでも陰干しとし、直射日光下におかぬこと

⑤ 老貝の処理を行なう際には、その処短時間を短くすること

貝殻内へj長潟水が侵入するE容は、老長ほど多い。特に、蝶番の聞の窪みから

の侵入は若貝ではみられない。

⑥ 高水温j守]など環境条件の不適時期や貝が衰弱している時には駆除を行なわ

ないこと

貝が哀弱している場合には、濃塩水中でも開殻していることが多い。

今後iこ残された課題

濃塩水駆除法により、貝殻内に深く侵入した泥管のポリキーターを完全に駆

除するためには、少くとも議海水中に50分間i受潰することが必要であるが、そ

の場合には艶死する良が相当にみられる。政に、この濃塩水駆除法によって、

完全にしかも安全にポリキーターを駆除することは、先ず不可能かと思われ

る。

そこで、ボリキーターの駆除について今後に残された大きな課題といえば、

議塩水駆除j去にかわる完全でしかも安全な方法を究明することといえる。た

だ、そのような方法が究明されるまでの段階として、 J 応現行法のj農塩水駆除

法について、次のような点に改良の余地があると思う。

空中露出と海水民しによって貝は間i鼓するとされているが、貝殻運動をキモ

グラフに描写させた結果からは、あまり効果があるとは考えられない。また、

協・山口 ('64)の最新法では、その処理時間は全部で85分となっているが、不

適環境!時期には、この処理時間がアコヤガイに柏当悪影響を与えるのではない

かと考えられる。

そこで、間殻効果の大きい淡水浸漬に重点をお台、処理時間を短縮すること

も考えてみる必要があると思う。

次に、陰千しについてであるが、これには浪塩水浅漬と同様あるいはそれ以

上の効果が期待出来る。しかし、濃塩水中では完全に開設していた貝も一旦空

中IC露出すると、徐々に開設(肉眼的には認め難い程度の開殻もある)するこ

とが多く、その際に貝殻表面の濃塩水が貝殻内に侵入しやすいだけに、この陰

干しの効果に大きな期待をかけることは危険だと考えられる。やはり、あくま

でも淡塩水へのj引責そのもの をおいた処乏を考えるべきである。

び

以上、 よるポリキーターの駆除法の注意事項について述べた。とこ
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ろで、ここでは特に老長や衰弱民などで認められる欠点を多少大きくとりふげ

たわけで、三重県-真珠貝養殖漁業協同組合などで行なっている母貝の場合には

そのまま当はまらず、むしろ既往の報告にみられるように殆ど欠点のあらわれ

ない場合が多いかと思う。しかし、法塩水駆除法にはいずれにしても以と述べ

てきたような欠点があるわけで、若年母貝のt0f合でも一寸間違うと、買を箆死

させる危険性が充分にあるということを忘れたくない。

母貝の奨死および成長に影響するのではないかという心配でポリキーターの

駆除の実胞にふみきれない業者が多いということであるが、筆者のこの報文を

それら心配を助長させるためにではなく、それら心配をなくす允めに役立てて

いただきたい。

三重県真珠貝養殖漁業協同組合などの御尽力によってやっと軌道にのりはじ

めたポリキーターの駆除、その駆除法をより完全なものとし、総ての業者が駆

除に参加されん日の一日も早からんことを願い筆をおく。

戸
J
j
u



濃食塩水浸漬ーによる附着物の

除 去 効 果 について

松 尾 主二

(三重県沿岸漁業改良普及員)

水 本 朗

(国立真珠研究所)

はじめに

貝殻に病害を起す多毛類の駆除方法として飽和食塩水浸漬方法が普'及され、

各地で予防的な意味を含めて実施されている。最近この駆除処玉虫が多毛類のみ

ならず他の附蒼生物に対しても効果のあることが認められ絞り、員掃除、

としての一面の効果も見のがすわけにはいかなくなってきた。さらにこのよう

な込迎によるものでは、通常院の手動的民泳法にくらべて貝の成長が良好であ

ることも見開しており日ヘ今後貝掃除の省力化さとはかる上からもさらに、

の5年貝で、

(335 9 /海水11') と飽和に対し%(224 Cf 

水1 1') 塩水の2通りについておこない、浸i責に当たっては次の )1国 )"=í~によって行

なった。

※1、2) 脇専一、山口菊男 1964、滋食坂水?とよる貝殻寄生虫の駆除について

2) 真珠技術研究会会報 47 
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露出15分→海水 5分→淡水10分→処理濃塩水20分→かげ乾し。

附着物の量は排水量で表わし、測定は処認前と処認後4、8、11、15日目お

よび試験終了時貝掃除後に行ない、それぞれの若から付荒物総量、付着物減少

量を求めた。{共試貝数は飽和塩水処琵20側、%塩水261国体である。

日は昭和39年10月22Bより 11月9日である。

1 と、

果

i設食塩水(飽和、%)浸漬による附活物の

第 1図のとおりとなる。

結験試

世襲塩水浸i質処理による付諸物の減量状況(平均排水量C.C)

処理後の経過日数による付着物の減量:状況

3. 85 

21.66 

14.70 

80.42 

1. 65 

9.28 

1l.90 

65.10 

17.78 

14.70 

第 l表
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i公i点処忍lliijの全排水:止と試験終了時貝掃除後の排水附着物を完全に除去した

貝)との売を附活物総泣とすれば、説法処理後15日闘では、附着物総量に対し

て減少した割合は、飽和で739昔、%では80%とな り、 あきらかにlX泊処理によ

って除去1'FTHがみとめられる (第2図)

この附活物の減泣経過を処理

後の経過日数 (4、8、11、15日ご

と)にしたがってみると 、飽和、

%ともほ Y同一の傾向を示し、

4 11 1=1で約309昔、8臼目で約半

函:(509昔前後)の減iiiが見られ

る。以後減誌の剖合は次第に少

なくなり11日目で60%前後、15

日目で約75%前後となる。試験

終了時の肉眼的観祭では、貝殻

ぷ面上の附着物はフジツボ及び

カサヰ、カンヂVを残すのみで他

の附活物はほとんどな く、した

がって処理後15日目の残品は大

半のものがこれらブジツボの周

波板やカサネカンヂνの石灰質

抜12と々えられる (椴食塩水誌

がiによるフジツボへの効果は、

第2衣に示したとおり 、飽和で

59%、%で37%の致死率であり

飽和の方が効果は幾分優る傾向

がある。カ ナネカンヂνではほ

とんどのものが艶死する)。

またこれら硬JU性の種類も処

理前では剥離するのにかなりの

力を必要としたが、処理後15日

自においてはきわめて剥離し易

い状態となっている。なお飽和、%の各濃度について、最終的な減泣の割合か

ら比較すると 、両者ともほ Y同程度の価を示している ところから、%濃度でも

‘』 ‘.~ .・.
‘'・

~)2岡村 i汚物1悦滋の状態

よ処理白iJ
下処理後11日円

自nJ;: フジツポのff2死率

充分な効果があるものと;ldえる。

《

h
》

句

t'-



つぎに、処理による附子宝物の粍減量に対する絞日的な減量変化合みると、飽

和、%とも全く向ーの傾向を示し、処理後 4日目がもっとも多く平均約40%、

ついで 8 日目の約30% となり、 11 日目は最も少なく1O~15% となる。

これら減量の続日変化は附資生物の組成によるものと考えられる。今回の資

料の附:i@I"生物組成では多い)1聞にあけ、ると、カサネカンザν、ワズマキゴカイ、

サラサプジヅボ、チコケム乙/、フサゴケムジ、ホヤ業員などがおもなものであゾっ

たが、処f'l~後た Y ちに疑死して流失するものはホヤ類、ナゴケム νなどでこれ

らが4~5日のうちに脱落し、つづいてフサコケム vなどが脱落し、これととも

にプジツボなどのまわりに附若していた海綿、;手泌が剥泌する。このように、

積類による脱諮の変化が経日的な減量変化となっ、たものと考えられる。

以上j長食塩水i受注i処取による附清物除去効果の一端について観察したが、こ

のような除去処斑は、 きわめている民政病治Pの対策にも関連するも

のであり有効な方法といえようの

しかしー聞において、この処理によるJJ;合はF付着物の死物が直接海中へ棄

される[15となって、これら流失した物賢の堆積によるj魚、喝環境のjtl化、さらに

は生産力低下の一因ともなるので、これからの笑施については、これらの点を

充分考庖して、 j受j責処斑後l土貝をj寄生させる意味を含めてLH米る限り潟j通しの

よい沖合漁喝などで実施することが必誌で、ある。



濃 塩水の処理について (4)

(付着物幼生の発生と処理時期の関係についての一例〉

脇 一・山口菊男

(三重県真珠貝養殖漁業協同組合)

昨年末に“i段取水処理による付着物の除去と貝の成育について"会報(第3

巻、第4号)で述べたところ、業界から予期以ーとの“実施したいがその詳細に

ついて知らぜくほしいけとの連絡を蛾き、この問題について業界が如何に真剣

に取り組んでいるか、今吏ら驚きとその ι立任を感じている。

そこで、当時の試験を現在も引きつづき実施しているのが、共の後興味ある

結果がでたので、)fとたる処理νーズンに幾らかなりとも参考になれば幸いと思ょ

う。

。試験の方法

した(会報第3巻努{はす)肉、 4目処盟 (5月24目、 7月11日、 9

月29日、飽和処理)したものと、更にこの 4i司処理のものの一部合更に11月11

自に同様方法で拍和食指水に没潰したものと、ス出刃による民掃除だけでその

誌の交換をし、最終混交換が10月中旬のものとについて、 40年 2月17F1に

これらの誌のみについて付着物の量を比較校討してみた。

つまり弁試験区ごとに、できるだけ誌の付着物(殆んどがカナネカンヂν)

しながら、中に収容している貝ヲシ除き誌の小lJ昔物について

その重[止の測定方法は、各試験i乏について浴中から引揚げ中の貝を LHした

後、水j商:ぅ:~~きちなし、ようになったものを総重量とした。その対照として試

と同様規格のナヨワチン式化繊詑 (35cmx 35cm・6分間)の一度も使用し

いてない新品の重量をこれに当た。

。その結果

その測定の結果については次の間表の通りである。

この試験v'i五ケ所湾奥部で行っているが、その付着物量の殆んどがカナネカ
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各試験区の籍について40年2月17日測定結果
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ンザν(養嫡業者間の通称ソー

メン)であった。然し最終処理

11月11日のものには全くこの付

着物がなく、わずか網の結び自

に漂類の付薄物が認められる程

度で、新しい誌をj右手中に入れて

から 1-2週間程度経過した棒

な状態である。
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l主査の重量の{，j活物重量に於てもわずかに

! 平均25f}の差よりない。これは
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この試験結果だけから結論する

ことは危険であるが、この一つ

の試験結果から推察されること

は、 Bの最終処理は 9月29Rで

A は11なllHであるから、つま

り9月29日カミら11月11FIの

カサネカシザνの幼生が付賛成

長したものと二与えられる。

このことからも従、来いつも述べていることではあるが、その処JW最終時期と

しては11月中匂に是非処理し越冬させたいものである。

又このようなことが他の付活物についても三与えられるのではなかろうか。例

えばブジツボ等が集中的に付岩する時期に処理を行い、全く付着しないことも

期待できないにしてもその付蒼物がいくぶん少くなることは期待できないだろ

うか。哀珠研究所でも付着物の集中的に付着する時期が漁場等により差はある

が、年間そのL1Jが四回位いあるように考えられるので、その時期を狙って処理

を行い付蒼物が大きくならない内に除去出来ないだろうかと云われているの

で、本年はこれらのことについても試験したいと思う。
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真珠雑感 (¥1)

再び貝掃除につ いて

山内

以前、この真珠雑感をいていたのは、

ら、すでに 7ifになります。この 7ifの間に、

解決された問題も多いですが、また反面ではポりキータ二ーなど

は想像もしていなかった新しい問題も出てきました。

雑用におわれ、長く濯をとる機会もなかったのですが、またを

さがし真珠養舶について感じた事や気のついた事などを2?いてみた

いと思います。あまり役にもたたないことが多いかと思いますが、

その中から何らかのヒントでも得ていただければ幸いです。

3巻11号に貝掃除のことを書いてから現在までの聞に、クリーナーをはじめ

各種貝掃除機械も出現し、貝掃除も大いに進歩したといえそうです。しかし、

それら機械が広くとり入れられて貝掃除も合理化、機械化されたかといえば、

そうではなく、貝掃除は現在でもやはり冥珠養績の大きな問題のーっとして残

されている。特に、入手不足がますます深刻化している現在、この貝帰除の改

良改善の一日も早からんことが望まれている。

貝掃除については多くの研究報告があるが、それら報告でとりあげられた事

項に関して、筆者の怠見を述べてみたいと思う。

1. 員掃除の必要性

貝掃除の;有無や回数などとアコヤガイの成長などとの関係について調べ、とも

すれば貝掃除を行っても行なわなくても、貝の成長や真珠の品質には去がない

という印象を与えるような結果の出ている報告もある。しかし、それはその研

究の行なわれた漁場に付着生物が少なかったためで、[、生物の多い、し?と十土

決してそのようなことはない。

1
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筆者の経験からいえば、付着生物の量:が非常に少ない、例えば英j翼湾の湾奥

のj魚、場では、たしかに員掃除を行なっても行なわなくても貝の成長などには茶

は認められない。しかし、付蒼生物の多い漁場では決してそのようなことはな

く、表のようにはっきりと差が出てくる。即ち、付着量が少ない場合には付蒼

生物も殆んど貝に影響を与えないが、その量が多いと直接、間接にアコヤガイ

に悪影響を与えるということが出来る。

表 貝掃除の有無によるアコヤガイの成長度の相違

貝掃除若手

無貝掃除群

目:露

C 

向山ー，eゐ円むつi
円
U

バハー
ハ
〈

u
n凶
》

吋

/
4

円

h
u

η
L

っ，u円-
1
tム

ーよ

(注)供試貝: 3年良、各群50個

実験期間:']月--12月<153日)、この間に貝掃除l凹

A:試験開始時の平均値

B:試験終了時の平均値

C BJA 

貝殻表面、特lc蝶君子部付近にブジツボやカキなどが付清している場合に[土、

アコヤガイの貝殻運動は阻害され、 j虚過水量は滅り、摂餌量も当然少なくな

る。また、養殖誌や民放去耐の付荒生物は、海水の流通を阻害するし、競争種

として呼吸し摂飼することによって海水の条件を忠くしており、アコヤガイの

生活環境は密殖状態と同じようになっている。その結果、アコヤガイは正常な

生活活動を営めず、それは当然成長にも関係し、ひいては翼珠の形成にも関係

してくると考えられる。

としては、貝掃除は必安なものであるが、その必要回数というものは、

付蒼生物による汚染度と密援な関係にあるということがいえる。現在の貝掃除

にとって必要なことの一つは、どの程度汚染された時に貝掃除が必要なのかと

いうことを、各自の漁場について究明することだと思う。

2.狭義の貝掃除と寵交換

貝掃除を貝殻表面の付蒼生物を除去する狭義の貝掃除と語交換の二つにわけ、

どちらを重視すべきかということが論じられている。
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扶義の貝掃除と能交換の何れがより重要かということは、いいかえ

表面に付荒して貝殻運動や潟水の流通を阻害し、アコヤガイの競争犠として主

活している付着生物のや[れが、アコヤガイ

る。

えるかということにな

、この粧の どが主なj，j活:生物として誌の網目をぬお

っているような喝合には、詑交換のブfが重要という宍験結果が!日るし、逆にブ

ジツボやカキなど、が主たる付芳生物で貝殻表而q!iに!民主存部付近にそのjcj";)苦がみ

られる切合には、扶義の貝掃除が雪主要という

ところで、何れか一方が重視されるべきだという

他の一方?と必要性がないということにはなら仕い。能にf、j-Ji資しているものは一

応貝にもj吉付しているから、 1i付日ごしてもjてなり小なりアコヤガイ!と

与えているのである。

貝 Ì'i柿~ln骨Ô'除 2左ど âJ夫t義の民 i石i

ではさ』ほ笠ど忌怠、[味球のないことで、

の貝叩除と

分けてi与えることは、

のぞき、員制除はあくまでも

きだと思う。

3.j農境7.1<による付着生物の除去

昭和34年、前の員掃除の稿で、飽和食i品i]¥.による貝掃除?去をー私案として述

べずにごo ところが、その後どなたも実際?と応用してドさる方がなく、ただ

でおわってしまうのかと思っていたところ、ポリキーターといふ思わぬ害敵の

出現でこの〆食J主水がクロース、アップされるようになり、 fまつEではポリキーグー

の駆除にだけではなく、 f、j-J資生物の除去という田にも使用されはじめfl三の

しい。

も守ム袈として述べてから、こ

いる n その結果、時かに効果はあるが、ブジツボの多

きて

ないこと、若貝では貝 させる危険刊のあること、

必要なことなどという欠点もあることを認め?亡。

この方法は付資生物の防染とか除去という一つの目的のためにではな

く、三重県:克明、貝義組漁業協同組合が中心となり現在行なっているように、ポ

リキーターの駆除との一石二鳥を狙う方向へ進めて行くべきだと思う。そのた

めにはまだまだ問題も多いかと思うが、それら問題が解決され、広く実施され

ん日の早からんことを願う。

お
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浜島地震真珠技術研究会

第17田真珠技術研究会は12月22日、 j兵昌水産試験場で開催され、当日け、多数

の熱心な視聴者を得て開かれました。

浜本専務の挨拶に始まり、御木本冥珠多徳養殖上号、間口情氏の ifふ
長仕立について」、

漁業協同組合、協組合長の

の後、質疑応答がかわされた。

今回の講師及びテーマは?7くのとおりです。

1. JU良仕立について

と水温について」、

虫駆除についてjの研究発表がありそ

2. 

御木本真珠多徳美子政均 閃寸 ?

と について

御木本真珠研究室 犠 E可i~ 治

3. 真珠貝寄生虫駆除について

三重県真珠貝養嫡漁業協同組合 協 専

応答

間・・飽和食塩水と%飽和食塩水の使い方についてどの様に使い別けるか。

答…効果は飽和食塩水の方が良いが、貝が死ぬのではないかと心配される時は

%飽和食水を使えば危険性が少ない。

間…鳥羽湾の泊、坊では虫貝が多く、正常な貝でも鳥羽海へ持って行くと虫貝と

なってしまう。この事についてどの機に三考えられるか。

よって寄主虫の多い少ないはあるが原因はわかっていない。 iとだ

くなってくると寄生虫が多くなるということは言える。伊勢湾の汚

水と結びつけることはちょっと飛躍した考えではないかと思う。

間…j農塩水に侵積する均合、容器の理想的な大きさはどうか。

答…ヲミ婚経体、カゴの種類等によって異なるが、だいたい 1回に40カゴぐらい

るf2F器が良いと思う。

礁の(911では小型漁船を佼いその「カンゴ」が 2 つあるので、それに濃ii~]K

と淡水を入れてやっている。
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間一ナイロン通しの場合、その穴から濃塩水が入る様に思われるがどうか。

答…ナイロン通しをする為に穴を開けたすぐでなく、ある程度りをおけば穴

はふさがるから別に問題にならないと思う。

問…冥水の使用について水道の水を使用しでも良いか。

答・・水道の水で結構です。

問…濃塩水に侵積した貝に挿核した場合のデーターはないのか。

答…迫聞の北村冥珠が今年挿核したが結果的には良いと言っていた。

問…黒貝を濃J包水に佼積したデーターはないか。

答…牒のと野氏が 8月からやっているそうです。どの程度佼積したか知らない

が、侵積後死亡率も少なくなり、歩留りも良くなった様に思われると

ていた。

県貝も貝掃除のできる段階に入ったら、 した方が良いのではなし、かと

日ヨ λ 
JW、ノ。

間…濃塩水の使用時間によるi担分の減少はどうか。

答…そういうことについて調べたことはないが、 l日中行なっても%トン程の

ものであれば、それほどの違いはI:Bていない。

議塩水を作る時にある程度の沈澱もあり翌日も使うということでなければ

それほど気を使うほどのことはない。

は出来ることなら午前、午後と取り変える方が良い。

問…英虞湾底質のI受持を行なおうとする気配があるが、チリー津波以後寄生虫

が多くなったと:与えられ、 J受持が思い結果を招く様なことはないか。

答…寄生虫の被害はナリー津波以前からあった。津波を契機としてふえたこと

は事実であるが関係はないと思う。

出 P存 者

国 研 太田所 水ネ: 三朗 植本 }:jü~去

試験 高芝 長 村主昭也 柴原規計 水谷

三谷(普及員) 川原田(普及員)

浜 鳥 リJ崎明恕 柴原吉行 l五飯正緩〔 井上虫美

ffti村京子 井上りさ子 谷水わき 柴原ちた

柴原民江 柴原品代 山本洋江 松尾照美

西飯昭子 岡本多志子 松尾とく子 谷口みつ子

井 1: 幸美 山崎くすみ 柴原和彦 谷7](さみ子

浜口時子 井上清美 柴原美容窓 柴原芳栄

柴原 11な光 柴原郭彦 [!J本楠郎 間本降定
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出 席 者

国 研 太問所

県水産;課 tLI口 昇

三重水試 水谷篤民 関 政丈:

水産高校 伊藤国夫

母員組合 山口菊男 中村公共 神崎達宏

伊二 勢 主事;買公社伊勢出張所(河村悪二外2名)

白木感光色素研究所(LlJ下信一郎)

』鳥 羽 街l木本車珠会社(関 芳武)

白り 失 木村言、代士 堤 重広 西村 井倉金次

井倉広吉 塀畑源二 沢村 1手 谷雄四郎

木下宗男 中村正雄 谷間藤幸j( 山本春雄

)11口 弘 家田常彦

的失湾養燐研究所 (佐藤忠男松本三郎武部善彦)

堀口俊男 谷 松雄 森本紘正 西村弘彦

井倉宗泰

的失湾 森下 修 浜口正弘 西井幸子 問弁 7青策

竹内太二 森下 修

鵜 方 大庭道生 西崎 実 平賀 子考会郎

賢 島 山勝主主珠(亀井勲 田辺米次)

JI 神 UJ家政治 加藤修幸

みつわ真珠(竹内俊二森春夫)

持百 越 喜一日善三郎 L1I際 実 関辺 :党

間 崎 UI本葬一郎 森繁之介

越 賀 山村宇一 磯和 fきl 磯和清一郎 井岡 JイJ日三

磁和十八生 井上啓隆 井上啓信 越賀青年間

(磯和真一郎山本浮) 井上物産KK(井上啓11奇)

浜 島 街1木本真珠養殖場(大西侯彦)

五ケ所 南 1飲

下津浦 村1原漁協青年部(村田晃広向域忍浜口充所村修浜

川寿粥山本三男)

本日 賀 村凶 忠一(竹内金之助三浦平行問中美

府i 瞥 下村仁文 信生

ネF 百t 浜地 ポI'~'Jニ 浜地 梅谷みき子 堀口実珠
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flfl [Jリ 梅谷安政 浜地勝人 浜地欣次

紀 H'l 奥村念、助 奥村友雄 小林寿一 森田浩行

京1 山県 日 (ノ日野政古 瀬田正:郎)

愛媛県 日中

ノS~一会 連 浜本巧務 平賀部民 iJi( rJ こ(JデJfJミ

愛媛地区真聴技指研究会

愛媛県立珠養子出漁業協同組合と本会との共催による第四回真珠技術研究会は

2月21FI愛媛県宇和島市公会堂で開催した。

当fjはヲ互い仁!ではあったが真珠品評会の展示、

者を得て感況でした。

今回は最に問題になり、皆さんの関心の深いと忠われる真珠貝寄生虫駆

もあり 400余人の担聴

除、母貝仕立についての l市演があり、最後にスライド「

を映写して閉会した。

以下今回のテーマ波びに講師は次の通りです。

l.真珠養子位の病害について 国研 坂口市一次

2. 母貝の仕上について 図研 植本来!去

3. スライド カンドコロ」

円
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日本真珠輸出加工協同組合長賞 3 ・ 4~ リ 賞状並びにタテ

宇和島市大浦 宇和

日本真珠輸出組合長賞 2ミリ up 賞状並びにタテ

神戸市生田区山本通 村EEl

9ミリ up 主状並びにタテ

南宇和郡御荘町ー丸j)11 lLil I王l

協合組合長官 7ミリ up 賞状並びにタテ

神戸市生田区山本通 村出

愛媛県頁珠養殖漁業協同組合長賞 8ミリ up 賞状~ltびにタテ

fli大私自 宇和島

iヨ
り一

6ミリ up 賞状立Eびにタテ

神戸市生田区山本通 合名会社高橋兄弟

愛媛県烹珠劣殖漁業協同組合長官 7ミリ up 賞状gr:びにタテ

北宇和郡津島町村]ノ浦 実践民芳

長暗地震品 ム一品

開催期日と場所

審査会期日 昭和40年 3月5日

。場所 農林中央会医室長崎支所

表彰式期日 昭和40年 4月10F:l 

。場所長崎市中央公民郎

参加i 資絡

長崎県哀珠養殖漁業協同組合員

出品点数

6 0 点

審査委員

長崎県真珠養殖漁業協同組合役員全員13名

国立真珠研究所大村支所長 蓮尾

長崎県水産試験場調査部長 山口 正男

受 賞者一覧

長崎県知事賞 8ミリ up 賞状並びにタテ

長崎市興事幸町 有限会社岡崎真珠養殖所
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長崎県知事賞 9ミリ up 賞状並びにタテ

四;毎村)J自ij郷 岩永ヒナ

びにタテ

西彼1'1こ郡西rii

長崎県知事賞 6ミリ up

円 出組合長賞P

ぷ立辺3lliり

ロいい

川口丈

sitびにタテ

~tl 

畏Ih奇県真珠養殖漁業協同組合長賞

4ミリ upの部 西彼杵郡

5ミリ upの部

にタア

南松浦郡玉之浦町‘玉之im郷

f!_tI彼杵郡西海村i資源郷

6ミリ upの部

沖 田 長 吉

国付烹珠有限会社

東彼杵郡}il抑jl11J新谷郷

9ミリ upの部

11".リ upの部

有限一会社団

E主役君皮村白崎郷 浜口玄孫、株式会社

西 彼 杵 郡 丹 市市郎 Jk ヒ ナ

長崎県支珠務縮漁業協同組合長賞 待選 賀状並びにタテ

5ミリ upの部 長崎市興苫剥T 有限会社関崎

北松浦郡鹿町町下歌ケ浦 磯和道重

7ミリ upの部

有限会社田崎冥珠養殖所

西彼杵郡長与村岡郷 川口文捻

北松浦郡夜間J町下歌ケ浦 磯和道重

福岡市渡辺通り 査蚊52:珠株式会社

西彼杵郡長与村同郷 }il 口 文 MI' 

6ミリ upの部
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)..:賞者一覧

三重県知事賞 5ミリ up 賞状並びにタテ

伊勢市斗:1日J 党田

全国主珠養網漁業協同組合連合会長 2ミリ up 賞状.;ttびにタテ

志摩郡志摩町.布施!日 布施fII

日本立珠振興会長賞 2ミリ up 賞状並びにタテ

て王町船，i~ 有限会社11.1

H本異J太事業者協会長賞 3・4ミリ up よ並びにタテ

志摩郡志摩町布施閃 布施凶

日本誌J;1C析lurl'!市;!i.合長賞 6ミリ up 賞状並びにタテ

志摩郡志摩町布施lTf 介j施

~t: 真珠輸/i:l jJU工協同組合長賞 7ミリ up

東京都中

三重県協同組合連合会長賞 9ミ;Jup 賞状並びにタテ

烹3:)j、株式会社

中央金庫名古屋支所長賞 10ミリ up 賞状並びにタテ

鳥羽村 町 共栄水産株式会社

三重県信用漁業協同組合連合会長賞 3・4ミリ up 賞状並びにタテ

志摩1m志摩'tTIJ布施田 中森英男

日本勧業銀行伊勢支日長賞 3・4ミリ up 賞状並びにタテ

志摩郡志摩町布施間 布施I目立珠養殖漁業協同組合

百五銀行伊勢支);5 5ミリ up 賞状並びにタテ

志摩郡阿児町伸明 山崎長平

5ミリ up rt状立t.びにタテ

fri施回
と〉、
r:. 5ミリ up 

有限会社山際真珠

6ミリ up 賀状並び!とタテ

志摩郡大王国J船越 宮士水産有限会社

7ミリ up '}"，状並びにタテ

度会郡南勢町五グ所 幸田 隆

を翼連三重支部長'J[ 7ミリ up

党問真珠株式会社

内
〈
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l.事 業の 目的

志摩半島の先端を漁業地域としている越賀漁協地区では、その漁業絞営の主

体は真珠養殖業で、地区経済の消長は真珠養殖業のいかんにかかるところが極

めて大きい。

しかしながら近年市況の不安定と養描経費の高騰等に起因する生産性の低下

が著しく、なかでも真珠貝のj珪寒に要する経費は避言葉漁場難から遠隔地避寒を

余儀なくされ、養殖経費増大の主要因のーっとなっている。 jt'l[寒漁ftjr難の解決

策として越資実珠漁場の至近の位置にある越賀阿津IJl_鼻浜沖合に避寒漁舟を造成

し、真珠養殖の生産性の向上を図るものである。

2.事業の内容

阿津監浜沖合の復l誌を中心に、六脚ブロック製の防波i昔、堤、計211ηlを設置

して湾口を封鎖しその内側に86，437m2の避寒漁坊を造成した。

潜堤の内容

No.1潜堤基礎石積 と部六脚ブロック積上げ 81m

No.2 i替i是グ ググ 307九

No.3潜i是グ グ グ 100m

コ

3. 事業効果

巡寒筏収容数

主産所得増

計 211m

越ノ買j魚業協同j組合?中台養殖保全施設位置関

640台

11，310千円
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4.経費内容

単位千円

(註1) 昭和39年度は計商事業費

(註 2) 補助系田%以%計%

ハわハ〈
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集

t，)アム)C:tて 、 ~~"t:4 をお J去りし、にしま

iGlもi'!j:円しにl反;)、くなり、持校の friU ~こ多忙な íJi: I-! ，士i去ってい

ることと足、いますc

ノア 1，1]は仰木本ゴ、百円t3~ より、イじき沖核fi: 三どめられる ii; の

水温について投かい、たどきました。今;りにしくドざい。

yHll¥でオ=l7:(われようと Lていo について官内氏より、

そのi1乙なァーついての出品l[j'.といf、だきました。これは

}1]日f土この仁、にii!ji会があるからやめよ」というのではなく「この

/ょ危険があるから Lてやると u:;1ft!:立見ですからおI!'ri古い

のないようにしてドさL、。

5 )ヲドイ干J発行の子jこです。

何か研究投、主どお願い L~

昭和 40年 3月 31日発行
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